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株式会社 金田建設
この見たことのない大きな船は、フローティングドックと呼ばれる防波堤を作るための作業船。こ
の特殊な船を乗りこなし、海の工事が得意という独自の強みを持つのが「株式会社金田建設」
です。隠岐の島を拠点として、土木工事・建築工事・建築リフォーム工事など幅広く手掛けてい
ます。建設物はもちろんのこと、防波堤や海上での橋の建造など特殊な工事を得意とすることから、
県外からも仕事の依頼が舞い込んでくるそうです。そんな金田建設では、働きやすい環境づくりに
ついて日々試行錯誤を重ねているところ。趣味の時間を大切にしたり、気持ちに余裕を持ちなが
ら働ける環境を目指しているそうで、休みの日には離島ならではのゆっくりとした時間を過ごせます。
もちろん現場に朝早くから行くことも、夜遅くまで残らなければいけないこともあるでしょう。それでも、
みなさんの話を聞いていると、自然体で楽しみながら、気持ちよく働いている様子が想像できました。
年齢や経験に縛られず、ありのままでいられる社内の雰囲気は、金田建設が持つ何よりの魅力だ
と思います。
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建築部所属の大工として住宅の建築・リフォー
ム・解体を行なっています。大工の父に憧れて
この仕事を選びました。金田建設では大工の
業務だけでなく、建設に関わる様々な経験を積
めるのが魅力です。大工は男性のイメージが強
いですが女性でも活躍できます。私は技術を評
価され、若い技能者がそのレベルを競い日本一
を決める技能オリンピックにも出場出来ました。
憧れの仕事につきながら、技術を磨く毎日がと
ても楽しいです。

金田建設は雰囲気がとてもいい会社です。ミス
をした時は怒られることもありますが、指導もと
てもわかりやすいですし、なにより私の成長に
期待してくれていることが伝わってきます。厳し
さの中にも優しさがある金田建設は私の自慢の
会社です！ちなみに、機械の操縦などに必要な
資格や免許は入社後に取れるので安心してくだ
さい。この会社は業務内容が幅広く、いろん
な経験を積めるので、きっとやりたい仕事が見
つけられると思います。

大学院で水生生物の生態や海・河川の環境
を専攻していたので、その知識を活かせる仕
事として海洋工事に強い金田建設に入社しま
した。今は現場監督の仕事を学びながら、海
洋工事の調査で潜水などもしています。これか
らの時代は環境に配慮したものづくりが大切で
す。金田建設では海の生き物にとって豊かな
環境を作るための施工も手がけており、そうし
た時代にあった施工に関われることにとてもや
りがいを感じています。

業種：港湾工事・一般土木工事・一般建築工事・
木造住宅新築工事・リフォーム工事

設立：1951年
従業員数：79名 （2019年11月21日現在）
代表：金田隆徳
【本社】隠岐郡隠岐の島町港町大津ノ二・13番地4
【松江支店】島根県松江市学園一丁目7番30号
インフィニティ1F
【鳥取営業所】鳥取県鳥取市南吉方2丁目8番地
http://www.gr-kaneda.co.jp/index.html

信頼される「ものづくり」

金田建設は、建設業界の中でも珍しく、海の工事が得意な会社です。私
たちの強みは、海上工事に使用される様々な作業船を自社で保有している
ことと、その作業船の能力を最大限引き出す技術力の高さです。全国的に
見ても、これほどの設備が揃っている会社は少ないと思いますよ。海の工
事の依頼は、全国からお声がかかるので、今後は県外にも積極的に事業を
拡大させて行きたいです。その上で、「クレームから逃げない」というこ
とを大切にしています。建築物は年月が経てばどうしても悪いところが出
てきてしまいます。そういった時にも目の前の問題から逃げず、きちんと
対処をしていく。建てるだけで終わりにせず、その後のフォローを大切に
しています。その姿勢を評価していただき、お客様からも信頼していただ
いているんだと思います。建設業の醍醐味は「ものづくりの楽しさ」です。
ましてや、土木工事や建築工事は同じものを作らないので、毎回違うもの
に携われるのが面白いところです。特に私たちの得意とする分野は珍しい
ですから、他の建設会社では経験できないことがたくさんあると思います。
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建築部　佐々木さん 〈 入社６年目 〉
土木部　門脇アンジェロさん 〈 入社1年目 〉

建築部　鈴木さん 〈 入社2年目 〉
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